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司
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す
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℃
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く
二
段
b
L
給
し
、
残
依
は
之
を
采
悶
(
吟
州
峨
)
?
乙
せ
る
わ

b
、
或
は
一
段
四
段
を
授
け
允
る

に
℃
は

一
付
〉
'
た
え
た
思
¥
人
口
多
く
岡
地
J

E
3
1
d
3ゑ
引

先

f
少
さ
・
郷
た
一
五
ふ
k

一
致
に
満
た
し
め
ず
、
戒
は
他
闘
の
地
を
給
し
た
‘
る
場
合
も
あ

b
て

に
℃
は
、
郡
内
を
通
計
じ
℃
平
均
に
制
渡
し
、
必
ず
し
も
ニ
段
の

一
定
せ
ず
。

口
ム
ル
れ
回
A

恨
の
茶

一
地
帯
究
狭
者
、
従
郷
土
抜
。

お
間
借
給
一
戸
。

等
の
例
外
規
則
に
ぬ
れ
る
も
の
に
し
℃
、
桓
武
天
皇
磁
勝
十
一
年
十

凡
狭
郷
間
不
足
者
、
抑
制
於
究
郷
迩
受
。

凡
給
口
分
間
、

務
従
使
況
。

ー
不
得
附
越
。

月
ザ
九
日
、
勅
班
京
畿
百
姓
問
者
、
見
分
依
ム
ザ
給
之
、
以
其
総
給
女
-
共
奴
抑
者
不
在
給
限
、
(
類
以
米
凶
史

一
容
百
円
五
十
九
)
と
云
ふ
が
如

5
、
総
和
天
皇
点
観
十
五
年
十
二
月
十
七
日
成
申
、
太
宰
府
一
一
一
口
一
戸
々
。
鶴

一
校
之
氏
、
日
銀
倫
宏
、
不
課
之
戸
、
時
多
閑
滋
.
諭
其
身
務
、
回
非
同
年
一
、
然
別
所
得
之
分
、
多
少
ほ
殊
ぷ
同
庇

一
筋
了
身
中
男
総
岡

u

一
媛
、
雄
一
疾
滋
炭
四
十
畝
、
寡
妻
妾
三
十
畝
、
建
降
之
法
誠
非
無
故
、
A
1
定
総
丁
粉
、
ぬ

一
一
一
段
一
一
一
一
百
二
十
九
歩
、
不
鵠
男
総
一
一
段
、
女
一
段
、
然
則
女
子
得
竿
芳
之
愛
情
和
総
)
よ
云
ふ
が
如

3
0

一
パ
日
、
伊
勢
見
張
二
磁
の
闘
を
以
て
始
℃
、
忠
勝
閥
百
姓
の
口
分

一
現
武
夫
良
市
紳
級
二
年
七
月
二
十

に
班
給
し
た
る
が
如
b
-
H
(

縦
日
本
総
)
、
先
キ
天
皇
仁
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
土
佐
川
聞
に
於
℃
正

丁
に
四
一
一
段
、
次
了
及
中
男
に
二
段
.
不
採
取
刀
に

一
段
、
女
に
五
十
歩
を
給
し
、

政
の
間
賞
施
せ
し
が

如
う
(
類
一
一
夜
闘
史
)
、
又
以
て
如
何
に
法
規
之
鴛
際
と
が
相
諮
せ
し

川
班
回
一
段
授
の
法
。

か
を
窺
ム
に
足
る
。

の
闘
を
牧
授
せ
ず
、
六
年

班
闘
の
桧
は
井
田
の
訟
と
は
築
な
ム
ジ
、
毎
年
総
℃

日
停
に
欣
授
す
る
規
定
な
台
、
若
し
死
己
者
・

4

の
λ

リ
℃
一
返
納
す
べ

b
m
地
ゐ
れ
ば
、
次
の
班
年
に
笠

‘

9
℃
校
統
し
、
そ
れ
迄
は
同
戸
内
の
人
之
を
殺
し
、
地
組
も
代

b
℃
上
納
せ
し
ひ
、
益
六
年
目
停
に

収
授
す
と
は
、
永
氏
日
分
闘
を
給
せ
診
る
人
に
つ
い
℃
云
へ
る
も
の
に
し
℃
、
阪
に
授
か

b
mる

ム
坊
は
-
班
年
停
に
牧
授
す
る
に
は
ー
あ
ら
ず
。

成
著
者
は
っ
庇
の
班
闘
の
訟
に
則

b
、
男
は
六
十
践
を

一
蹴
歩
、
女
は
閥
十
九
歳
を
限
λ
y
之
を
誕
w
d

し
は
り
、
子
孫
に
養
は
じ
め
-
桜
‘
る
腕
な
き
も
の
は
伍
中
に

℃
養
は
し
h
u
」
之
訪
越
す
れ
w
p
旬
、
男
の
六
十
歳
之
な

b
℃
簡
を
返
納
す
る
は
是
れ
制
仰
の
誌
に
し
℃

J

本
邦
大
化
の
時
に
行
は
れ
た
る
も
の
に
は
わ
ら
診
る
べ
し
J

殊

に

女

が

四

十

九

歳

代

返

す

と

' 

‘ 

73 

民
ょ
に
至
て
は
愈
信
ヒ
難
し
、
何
之
な
れ
ば

mAザ
に
凡
閥
、
六
年
一
斑
。
若
以
身
死
総
m
出
回
者
、
毎

種主

簡

の‘
絵

一回目玉



現
川
岡
山
の
1

波

一
死
者
一
の
路
、
宮
越
上
す
べ
き
澗
規
定
は
わ
れ

E
、
生
存
中
十
来
年
限

KJ
迷し

だ
る
い
が
一
一
銭
ぃ
一
九
日
分
闘
の
一
旗
利
営
失
よ
ぺ
お
己
規
定
、
を
見
ず
、
又

F
Aザ
比
一
凡
労
女
、
一
一
一
歳
以
下
緩
時
十

パリペ一手一
t

班
一
年
、
邸
従
一
吹
い
一
授
jho

し
六
一
以
下
司
怨
一
少
。

其
h

削

刀

廿

サ
ー
以
下
内
録
中
。

4

J

仇
奇

rsぺし、‘
L
a

一
A
i
1
8

ユ'
M

一
銭
若
6

六
十
六
、
一
持
者
。

‘，F
乙
じ
℃
ν
什
一

一歳
t

よ，
uHfム
ハ
・
十
滋
い

a

惑
を
す
，
，
乙
与
す
は
封
子
氏
限
正
、
b'rだ
与
も
、
之
は

J

兵
役
一
英
側
一
賦
役
上
一
の
都
J

合
t
よ

B

一路

-mivだ
げ
る

J

者
片
山
"
'
じ
て
、
日
K
7
1
回
を
J

治
山
す
る
上
、
よ
タ
一
巧
へ
ば
1

廿

一

歳

t
k
b
ィ
ム
ハ
・
十
歳
喝
の
一
女
、
議
ぺ
矢

張

E97究
者
J

、
ば
了
妻
と
し
℃
耐
火
へ
ら
れ
た
ザ
ベ
例
は
枚
奉
に
法
み
ら
ず
(
何
紛
湖
一
即
時
一
概
一
側
、
功
一
矧
化

紛
一
旬
、
而
じ
℃
死
む
お
よ
L
P
W
机
一
立
た
る
一
分
は
、
之
宮
斑
年
に
六
歳
務
〈
ば
-
そ
れ
円
以
上
に
速
す
芯
も
、

-
求
だ
ぽ
分
岡
山
乞
受
け
ぴ
る
者
代
奥
ふ
る
な
h
y
、
例
へ
ば
班
一
年
の
翌
年
比
・
生
れ
た
る
兇
は
、
次
、
の
、
班

日
分
回
を
受
く
れ
ど
も
、
班
年
代
五
歳
，
F
乙
な
れ
芯
者
は
ぷ
汎
り
続
年
卸
ち
十

年
に
一
五

b
℃

一
成
sと

な
れ
字
之
主
初
一
ゆ
℃
受
く
る

こ
と
〉
な
る
、
去
れ

E
死
む
者
の
分
は
、
次
の
班
年
設
で
返
納
せ
ず
、

日
英
家
族
一

O
者
一
之
右
側
食
す
る
乞
以
℃
白
川
側
、
村
代
)
、
六
歳
を
越
へ
て
品
川
ほ
受
け
旬
。
る
不
足
は
、
苑

じ
て
べ
符
ほ
港
浅
い
る
総
分
t
乙
差
引

3
1白
か

ら

ぬ

卒

を

保

だ

じ

ひ

る

仕

組

な

b
・0

ば
正
月
一
一
一
ー
ア
日
内
に
友
右
京
峨
諸
側
可
よ

b
太
政
官
に
射
し
、
十
月
一

斑
年
代
手
一
一
-
れ

は
よ
ど
9

英
国
川
崎

tι
給
す

べ
p
a
d
A
(
H
U
-
-
t
を
畑
脚
本
品
、
し
℃
円
帳
簿
左
作

B
、十

一一月一

-
H
i
b蛍
・
年
こ
し
い
月
一
二
十
民
迄
に
給
授
い
の
umv

王子

一
移
を
パ
精
了
す
・
3
A定
な

b
J混
と
対
一
二
千
百
を
以
て
終
了
の
J
H
E
l
lせ
:
る
山

J

吹
混
一
挙
'Eへ
の
都
合
に
よ
る
o

M
W
班
目
の
，
順
序
。
同
を
授
'
R
、
る
順
序
は
、
謀
役
を
先
に
し
、
不
採
一
役
一
を
一
後
に
す
、
英
一
線
不
諜
中
に
於

℃
一
は
。
銀
き
を
先
代

L
a
R談
山
政
認
認
す
)
、
少
き
を
政
慨
に
し
(
税
艇
が
緋
良
時
ぃ
吋
想
、

貧
訟
を
先
に
し
、
賞
、
ゆ
る
ル
ル
後
に
い
ず
1
(

回
全
謀
役
と
は
戸
内
比
五
一
了
(
に
け
ん
民
誠
一
れ
ゆ
)
山
中
身
(
均
一
判
"
蹴
い
い
一
也

、
及
央
了
(
…
に
に
倣
い
い
一
制
似
…
肘
一
則
)
わ
お
ど
一
式
ぷ

i

不
謙
一
役

E

之
は
民
一
一
-
一
線
八
位
以
上
、
男
十
六
以
下
、
井
に
陵

子
(
M
休
明
)
、
議
(
跡
肘
一
以
一
)
、
成
決
、
総
決
、
実
・
相
次
女
、
家
入
、
奴
熔
を
一
流
ム
(
戸
令
)
。

授

同

の

順

序

は

人

に

燦

ら

ず
し
℃
戸
に
操
る
が
放
に
、
不
課
の
・
人
2
乙
い

へ
刊
と
も
、
課

戸
内
に
在
れ
ば
先
代
授
〈
、
而
し
℃
次
了

は
二
、
入
、
山
中
身
は
四
人
な
以
℃
五
丁

一
・
人
代

j

准
ず
(
賦
役
令
)
。

須(ぺ)

得一一
五段
百歩
来 の

砥枚
。礎

的

告
義
解
一
式
。

段
地
穫
稲
五
十
束
。

郎

於

町

者

v 

ム
瓜
椅
番
待
米
五
4
A
山
明
。

と
然
、
b
ば
、
一
段
歩
の
産
綴
は
二
郷

五
w

ゃ
な

b
、
大
日
本
総
税
志
に
よ
れ
ば
、
大

J

化，
fc
大

賞
atC
に
使
用
お
れ
た
る
，
升
は
.
集
般
の
例
議
減
大
升
択
し
℃
、
京
升
の
問
A
V

一
勺
八
続
問

問
、
儀
氏
治
る
4
4
4
A
1
比
例
合
に
℃
減
大
升
の
ニ
斜
五
・
斗
レ
ニ
ぷ
升
に
換
録
す
れ
ば
、
一
知
凶
升
ム
ハ
A
V

.
一
守
m

仰
仰
代
蛍
る
、
一
間
じ
て
治
時
は
一
一
一
百
六
十
歩
一
段
な

b
し
乞
以
℃
、
之
k
A
1
日
り
一
一
一
百
歩
民
総

が
ほ
せ
ば
、
一
u
段
一
い
の
産
繍
入
}
斗
・
七

k

升
二
A
V
m
物
と
な
・
夕
、
悲
堂
一
潟
A
1
の
見
税
制
ωリ
一
や
均
生
践
高
一
，
石
凶

バユー閥七

ぺ・滋尚
J

の
U
1
1

設
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E
F

一
調
ふ
ぺ
し
。

U
W
王
朝
時
代
の
回
数
。
本
邦
の
総
回
数
ー
か
也
記
秘
す
る
も
の
拠
地
問
よ

b
古

3
は
な
し
、
務
山
内
地

問
に
載
す
み
1

乙
乙
ろ
、
闘
六
十
六
、
郡
六
百
三
十
一
、
悶
八
億
(
制
一
竹
山
川
十
)
一
向
八
百
六
十
一
一
町
、
島
関

紙
一
鱗
総
延
脳
二
十
凶
年
二
月
改
定
之
、
貨
に
八
百
六
十
除
誌
の
人
口
ど
宿
し
た
る
器
武
天
皇
の

天
平
八
年
(
訓
刈
判
)
宮
山
る
六
十
九
年
後
の
お
'
に
ゐ
ら
ず
や
、
共
よ
ら
百
伶
年
ど
総
て
悦
剛
、
天
皇

唆

向

。

設

，

蕊

四

九

~. .¥ ~j 

-『・ー由宇冨--ー掴副匹ーーム-ιー一一4
'. 

の
時
俗
給
す
之
一
流
ふ
に
尚
℃
之
を
技
ず
る
に
、
輪
番
牧
穫
の
儲
-
一
本
だ
行
は
れ
診
る
ぬ
幼
秘
の
時

代
一
代
在
て
、
分
配
の
坑
公
平
を
保
た
し
ひ
る
然
、
事
情
の
詐
す
限

b
、
易
問
を
倍
給
す
る
は
常
然
の
事

k-
し
て
、
尖
質
例
も
亦
枚
携
す
る
に
越
わ
ら
ず
、
去
れ
ば
尚
治
の
品
一
一
"
は
除

b
一
方
に
偏
せ
る
も
の

を
一
易
之
し
、
中
国
二
歳
を
体
は
し
ひ
る
者
を
再
日
仰
と
し
、
下
回
は
一
ニ
歳
を
体
は
し

U
、
放
に
班
悶

-
9
 .. 口
品
川
凶
に
上
中
下
の
等
放
を
険
し
、
田
口
問
と
惜
別
表

ιを
正
確
に
反
比
せ
し
め
〈
、
制
渡
し
た
る

に
は
わ
-
b
w
o
る
べ
き
も
、
岡
A
?
に
易
岡
俗
総
t
三
%
以
、
義
併
に
易
問
者
、
誕
地
税
務
、
防
歳
耕
麗
品
。

倍
給
表
、
俄
令
応
給
二
段
者
、
郎
総
四
段
之
瀬
弘
之
云
以
。
集

m
m
k
上
回
一
歳
を
体
は
し
h
u

る
者

は
下
回
、
下
々
回
ど
授
け
℃
川
川
℃
平
均
を
得
せ
し
め
、
師
し

τ
共
租
は
上
回
の
所
枚
五
百
来
を
域

単
と
し
J
U

刊
一
束
を
輸

3
し
め
し
な
A

リ
レ
と
。
勿
論
文
那
の
井
田
訟
の
如
く
、
大
化
改
新
の
始
よ

P 

.旬.刊噌-白.圃-肉-圃圃-町--‘恥 干

ゐ

'‘ 、 伊斗

、 '

闘
は
一
三
日
末
、
下
々
闘
は
一
百
五
十
来
と
定
め
、
漉
稲
の
五
分
の
一
一
叫
刈
刊
紙
一
刊
一
一
町
一
械
が
を
地
子

と
し
℃
轍
お
し
h
u
、
是
誕
の
等
涯
を
立
℃
た
る
所
以
な

b
l

日
分
闘
の
類
は
此
岡
υ
仰
に
向
、
b
J
T
J
J
、

郷
土
の
寛
狭
地
質
の
肥
政
仰
を
糾
一
b
℃
、
一
戸
内
の
人
に
哉
は
上
倒
を
授
け
]
践
は
・
中
関

4

を
授

J

け
、
成

E

E

E

E

Z

E

E

-

E

S

E

I

Z

E

-

一

千

百

宮

容

る

少
し
之
せ
ず
。

山
易
問
。
続
出
ぬ
前
日
〈
、
ー
土
地
の
肥
務
、
水
利
の
便
奇
に
随
び
、
岡
ロ
仰
を
分
ち
℃
、
上
、
中
、
下
、
下
々
の

凶
等
'
と
す
、
後
四
を
良
山
県
じ
℃
賀
穂
せ
し

U
る
に
、
英
の
縫
稲
、
上
倒
は
五
百
来
、
中
闘
は
四
百
来
‘
下

.J-.-_" 一‘ 事 ・}‘ ー一一
J .' _ ~ • 人・ ム

一 ・

6 . 

℃
せ
ず
し
て
、
以
松
森
中
滋
容
一
千
一
百
鋳
議
。

〉
容
績
を
十
分
の
一
合
t
乙
な
す
之
、
不
定
量
に
℃
注
し
た
る
に
節
す
る

十
綴
錦
A
W

品。
i

J

的
ち
北
方
捺
黍
の
中
な
る
者

乙
と

か
く
紛
々
た
る
異
議
を
生
ず
る
に
歪

b
し
も

生
淡
卿
の
黄
銃
殺
の
如
号
、
英
他
的
宮
秀
監
の
如
言
、
中
対
欽
の
如

2
謀
説
ゐ

b
と
織
も
、
秘
税
L
T加

を
以
℃
最
も
信
綴
す
べ

3
も
の
之
す
。

弘
、
議
議
解
が
量
の
単
位
を
定
な
る
に
凡
践
を
以

品

16 

礎

;

周

り

絵

ユ

凶

λ

斗
に
先
脱
す
れ
ば
、
六
割
一
一
一
分
一
一
一
屈
と
な
る
。
大
切
A

A
引
の
量
に
付
℃
は
秘
々
の
説
わ

-b、
総
介
内
外

斡
が
京
升
ム
ハ
合
間
h
J

以
駄
を
令
の
小
升
と
錯
し
、
一
升
九
人
官
ニ
勺
誌
を
大
升
と
鴻
心
、
九
合
ム
ハ
h
J
H
双

ど
滅
大
升
?
乙
潟
す
が
如
き
、
藤
本
殿
が
三
人
官
一
ニ
勺
九
線
量
を
以

τ‘
令
の
大
升
を
説
く
が
如
b
d
、荻



担
問
れ
の
・
1

法
γ

ぬ
「
い
の
γ

一
時
期
ふ
骨
延
長
〈
洲
一
部
川
却
、
か
特
)
の
間
に
和
名
抄
の
¥
撲
成
及
第
一
}
最
古
の
し
を
闘
邸
数
を
議
せ
℃
八

十
rE

一
ハ
高
二
一
千
七
百
九
十
七
町
三
一
一
段
間
十
九
歩

ι設
す
。
い
級
武
…
の
末
年
よ

b
l制
御
醐
に
返
る
、
約
百

年
J

純
一
に
於
て
、
回
数
の
府
加
す
る
も
の
燥
が
に
五
高
鈴
附
町
歩
一
氏
過
ぎ
ず
、
七
十
九
年
前
の
天
平
入
…

伝
l

J

'

乙
〈
蹴
込
町
問
問

Mm
廿
凶
年
?
乙
e

大
差
な
さ
は
一
推
知
す
る
に
い
飾
部
か
、
ら
ず
、
而
一

L
噌
℃
、
一
一
段
・
歩
の
吹
謎
氷
山
錦

一一円単
O
仁

升
ぬ
一
-
一
石
'
許
な
A
Y

し
を
以
て
、
一
人
制
小
蛍
石
氏
賞
れ

b
、
悲
れ
現
今

1ι
大中一一
A

な

3
量
な

b
o

川
げ
J
A
対

muの
絵
、
E
L
班
回
の
法
'
ー
と
の
し
晴
氏
一
設
営
率
一
ぐ
れ
ば
)
彼
ム

ρぃ
‘
九
パ
分
一
万
九
豆
一
一
舗
の
枕
等
な
る
に
-
我
一
の

閥
、
乱
町
一
四
日
経
一
彼
ト
の
し
長
削
均
一
広
二
十
歳
鈴
夫
は
、
十
六
歳
ー
に
務
せ
診
れ
か
似
制
い
を
給
[
せ
、
診
る
に
、
我

'ρ
班
一
年

にム一ハ一歳

'i'な
'
れ
る
者
に
給
'
し
た
る
、
彼
一
の
ム
ハ
ナ
歳

k'(妥
5
・℃'一巡
r

し
し
た
る
に
、
我
の
返
し
ロ

い
デ
る
、
我
の

I'i‘ 

女い附
μuki奥
へ
た
る
氏
、
放
の
Y

期
間
人
公
る
川
被
は
ー
毎
年
)
我
は
六
年
に

i

一
班
し
~
絞
り
毎
年
総

P
加
を
般
~

授
し
た
る
に
い
識
の
唯
一
邦
む
し
渚
の
舟
を
敬
一
め
セ
求
戸
高
せ
公
一
る
い
者
・
に
奥
へ
た
一
る
j

英
他
地
側
仰
の
紡

わ
払
於
三
威
漢
の
ん
ぬ

kt於
'
え
殻
3

多
の
ハ
畑
町
民
bhAP--}
敏
い
や
寸
卒
等
を
日
t

的
t
L長
い

M
R
K
祭ルルい

L
一
六
る

が
お
さ
紘
一
知
一
教
'
す
ー
ュ
る
鈴
β
9
3
rす。

仰
い
班
闘
の
郎
防
総
ゾ
朝
鮮
来
ρ

那
・
之
、
の
交
一
吋
料
開
け
℃
よ
一
久
太
川
際
的
一
文
一
関

ρ糊
ト
…
滅
は
-
断
次
抱
一
形
一
拠
形
ー

の
し
苧
秀
麗
ー
か
ん
筏
λ
L
'一亦，の

J
1

中
央
J

品
川
b

郊
の
地
一
以
茶
野
総
一
花
レ
よ
j
b
t
L誇
大
は
ふ
z

拠
地
訟
を
h

品
川
せ
じ
リ
も
-

E
E量
E
S
E嘗
E
E
E
E
B
E
a
t
-
-
E
S
E
a
-
-
S
S
E
E
S
S
E
-
B
E
E
-
E
E
Z
E
E
E
g
g
B
E
E
B
E
E
S
S
E
E
S
S
E
B
E
E
s
-
B
E
B
E
E
-
-
g
g
g
g竃
思

E
B
s
a
E
E
E
E
E
E
E健
室
露
豊
富
量

地
一
方
は
狛
勃
旅
kJし
送
料
武
一
以
来
予
三
百
年
明
徐
J
K
応
接
持
裕
一
せ
'
い
る
封
一
訟
の

J

制
践
は
占
小
売
売
品
川

成
一
議
仰
い
せ
に
公
る
わ
い
!
外
交
は
銭
多

J

端
tι
な

5
、
外
部
の
湖
劇
い
に
催
認
し
れ
J
J

し
一
大

F

革
新
の
患
に
践
で
、
中

央しず作品別バ
b
L
緩
準
之
、
せ
る
郡
J
M

腕
い
の
日
制
民
一
一
は
混
線
交
識
の
不
似
し
な
い
る

p

併
総
の
地
、
方
に
去
る
ま
で
、
限

立
J
A

守
政
、
か
れ
允

b
へ
長
リ
吋
な
‘
る
新
一
政
u

・
お
ぞ
能
、

iu来
日
開
。
氏
一
に
一
、
迎
合
す
べ

3.新
制
.
皮
の
光
氏
河
川
れ
は

れ
い
た
る
ー
は
緩
か
r

に
五
し
畿
内
-
山
陽
、
北
陸
ー
伊
勢
地
等
，
K
し
下
、
恰
る
-
幼
一
者
が
長
道
営
問
的
似
℃
早
絡
し

カ
ア
る
い
が
釦
一
ト
f
¥
会
慨

fι
し
℃
の
意
気
:
蹴
氏
、
消
沈
せ
b

る
に
、
殿
、
上
人
は
太
爪
?
に
酔
び
℃
事
者
に
流
れ
、

仙
一
赴
働
問
…
ー
の
建
立
は
多
額
の
助
資
b

弘
前
粍
し
下
財
政
の

J

不
如
意

k
裁
判
地
せ

b
、
殊
比
防
成
天
皇

に
ま
久
誠
一
楽
一
放
蕩
愈
募
A
P

給

λ
に
訟
が
と

λ

諮
宝
、
藤
隠
等
接
関
ー
を
一
汗
倣

u

す

る

の

例

を

関

3
、
関
級
協

司
不
入
の
地
一
次
第
，
い
に
崎
明
、
加
し
-
昆
川
大
不
九
振
の
有
様
F

乙
な
タ
℃
-
班
郎
総
・
に
駿
一
絡
ぜ

b
o

班

m，
の
・
怯

4 

一五一
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外
凶
の
・
班
同
法

邦
?
乙
支
那
1
乙
に
限
れ
る
制
度
に
ゐ
ら
ず
、
詳
の
東
西
、
時
の
古
今
に
瓦

b
℃
行

次

代

柳

hv
諸

外

闘

に

於

け

る

班

回

法

の

概

要

を

議

ぺ

℃

袋

考

組
問
の
法
一
は
般
本

は
れ
た
る
質
例
乏
し
か
ら
ず
。

に
・
(
一
供
せ
ん
。

R 

1JJ
一
ぷ
人
門
伸
長
の
制
。
、
班
悶
の
制
は
い
経
ぼ
仰
の
征
限
前
既
に
欧
測
の
諸
地
方
に
行
は
れ
た
る
を
見
る
O

U
一一色

s
g

∞
山
口
同
日
ロ
ω

の
一
式
ぶ
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ヶ

Y

チ
民
族
の
或
部
落
山
中
に
於
℃
は
、
レ
均
年
誹
池
一
一
宮

分
配
し
、
共
同
し
℃
牧
秘
に
従
事
し
、
業
産
物
を
地
績
に
隠

b
℃

配

蛍

せ

b
!と
l

浮

g
g
は
り
各
国
丘
…
鈴

人

が

八

年

停

に

土

地

を

牧

授

せ

し

事

を

逃

べ

、

同

o
S
8
は
ド
ノ
夕
、
河
時
代
於
け
る
の
o
g
o
人

中

に

毎

年

班

回

の

習

慣

わ

A
P
し

事

を

設

け

b
。

ヶ

ー

ザ
J
Y
の

時

代

に

於

け

る

グ

Y

?

日
一
人
は
、
同
一

士
一
地
を
ニ
儲
年
総
統
し
℃
耕
作
せ
ず
、
放
に
合
長
は
毎
年
各
家
「
淡
に
異
な
れ
る
郎
分
ど
分
興
せ

，
し
が
、
歳
月
の
経
過
1
乙
共
に
回
向
井
の
制
も
次
第
に
後
述
せ
ム
ヘ
務
自
判
長
は
一
の
村
岡
に
じ
℃
多
数

の

家

族

よ

b
成
L
T
I
家
長
は
村
閲
命
日
議
に
列
し
て
紘
一
授
の
事
務
を
掌
れ

b
、
中
・
央
は
耕
地
代
し
℃

問
一
闘
に
牧
場
森
林
ゐ
夕
、
耕
地
は
定
期

k
m
w
町
せ
じ
が
も
牧
場
森
林
は
共
同
使
用
の
場
一
加
に
光
℃

た・
A
ソ
。

白
耳
義
地
方
及
瑞
商
に
は
、
今
備
は
此
制
民
の
現
存
一
せ
る
も
の
少
な
か
ら
ず
ι

じ
一
日
比
吋
の
制
。
滋
闘
に
て
は
千
八
百
六
十
一
年
度
奴
解
放
令
を
後
布
し
℃
土
地
を
分
配
す
る
に

際
し
、
古
来
の
得
慌
た
る
村
闘
の
制
を
存
し
、
土
地
を
側
人
代
分
配
せ
ず
し
℃
、
集
合
的
に
仔
村
尚

に
授
輿
し
、
村
聞
が
之
を
人
民
代
分
配
す
る
仕
組
を
取
れ
ム
リ
。

-
E
)
二
'us

と
'
ず
じ
ま

r
r
u
a
e〉

郡
稲

-
v
j
創

l
I
1
v
i
4
3
H
カ

臥民'民

l
」
述
椴
の
責
任
を
負
ふ
乙
f
乙
)
せ
る
も
、
明
治
一
二
十
八
年
に
受

b
共

義

務

を

厳

止

せ

λ
ツ
υ

一
巾
し
℃
此
制
度
比
於
て
は
、
各
家
一
政
の
生
活
に
ふ
注
文
な
主
税
皮
の
地
裁
を
佼
け
、
農
家
人
員
の
増

減
-
代
臆
ド
レ
℃
時
々
牧
授
し
た
る
も
、
共
煩
に
織
へ
ず
し
℃
千
八
百
九
十
三
年
代
歪

b
十
二
年
一

班

の

法

を

掠

別

せ

b
。

牧

場

森

林

は

マ

Y

ク

の

制
1
乙
同
L
し
く
共
同
使
川
代
供
し
、
宅
地
岡
地
は

設
王
朝
時
代
の
如
く
、
全
く
牧
授
に
関
係
な
b
d

私
有
地
と
そ
る
も
、
耕
地
は
居

z

村

を

中

心

止

し

℃

一
一
一
筋
の
同
心
闘
を
登
b
d

℃
一
二
織
と
な
し
、
三
年
輪
替
の
耕
作
代
償
℃
、
各
州
w
k
底

泊

五

乃

去

十

米

突
、
長
治
二
百
乃
去
三
百
米
突
の
凶
去
に
分
ち
、
他
銭
分
配
の
方
訟
に
よ

b
℃
、
地
味
の
長
岡
山
地
位

共

有

地

の

分

配

を

受

く

る

は

成

年

男

子

の

機

利

に

の
使
否
等
に
謝
す
る
守
端
を
避
け
，
た
λ

ッ。

81 

し
℃
、
若
し
村
側
を
不
利
盆
F
乙
認
h
u

る
と
き
」
は
、
家
長
命
同
議
営
問
吉
、
一
二
分
の
…
ニ
の
多
数
決
佐
以
℃

之
を
解
散
し
、
悲
有
機
制
度
に
強
更
す
る
乙
之
を
得
、
而
し
て
比
村
倒
は
次
第
代
消
滅
す
る
傾
向

班

町

の

法

ji 

. 、 I

‘ー。一



秘

露

の
班

問

tl; 

西
斑
牙
征
服
に
至
る
数
世
結
の
閥
、
秘
露
に
は
五
日
人
の
以
℃
不
可
賀
行
の

理

想

郷

と

な

す

一

積

の

黄

金

時

代

わ

t

り
し
乙
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。

秘
露
の
闘
士
は
日
輪
、
帝

芝
、
一
氏
人
民
の
一
ニ
お
に
分
倒
せ
ら
れ
、
日
輪
領
の
所
得
は
、
神
祉
、
祭
臓
、
料
一
官
の
経
費
に
充
℃
、
帝
王
の

飯
¥
主
は
皇
室
費
の
財
源
と
な

b
、
残
鈴
は
毎
年
一
同
之
を
人
民
に
分
興
せ

b
。

か

く

し

℃

授

か

h
ご
し
士
地
は
、
優
に
一
家
乞
維
持
す
る
に
足

b
、
出
生
死
む
之
共
に
年
々
耕
地
の
民
家
比
増
減
を

而
し
℃
官
吏
(
の
ロ

58)に
は
、
我
大
賞
令
の
椴
泊
代
同
ヒ
く
、
英
階
級
に
相
賂
す
る
式
の

土

地

を

授

け

ら

れ

た

b
。

生
ぜ
A
P
G

人
民
は
先
づ
紳
回
(
日
輪
倣
)
よ
A
Y
耕
や
し
始
ゆ
、
耕
作
に
従
事
す
る
乙
と
能
は
ぴ
る
糠
炭
、
議
岩
、
寡

，
婦
、
払
児
、
現
役
兵
士
の
土
地
に
移
夕
、
突
に
隣
家
相
助
け
て
各
自
の
土
地
を
耕
や
し
、
移
れ
ば
人
皆

な
盛
装
を
な
し
讃
美
歌
を
唱
へ
つ
〉
天
領
(
帝
王
偲
)
を
耕
作
す
る
順
序
に
し
℃
、
英
他
鎖
山
、
牧
音
、

紡

誌

等

よ

hJ
道
路
の
修
，
総
に
去
る
ま
で
、
皆
な
共
同
主
義
に
依

b
-曾
℃
飢
餓
な
く
、
乞
食
な
く
、
施

行
な
b
d
ム

秘

の

極

幾

聞

な

λys。
年

同
以
上
は
班
随
に
関
す
る
僅
少
の
質
例
に
過
ぎ
ず
。

齢

g
B鹿
臨
配

其
他
古
代
の
ヘ
プ
ヲ
ユ
}
入
は
、
賞
受
付

た
・
る
“
土
地
を
毎
五
十
年
自
に
資
主
に
返
却
せ
し
め
て
、
財
産
の
不
均
を
m
似
て

9
0

崩
し
℃
現
今

の
瓜
唆
の
如
君
、
ア
ア
ガ
ニ

λ

タ

ン

の

如

3
、
印
皮
の
マ
ド
ク

λ

地

方

の

或

村

落

の

如

ad、
混
弗
利

加

の

M
n
&ヨ
族
の
如
ち
も
、
亦
一
秘
の
班
図
法
を
有
す
。
(
未
完
)
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寝

間

の

法
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